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平成 20 年（ワ）第 1978 号，第 2900 号 ウイルス性肝炎患者の救済を求

める全国Ｂ型肝炎訴訟・九州訴訟損害賠償請求事件  

原 告  原告番号 1 番ないし 44 番  

被 告  国  

意意意意    見見見見    陳陳陳陳    述述述述    書書書書 

平成 20 年 12 月 3 日  

福岡地方裁判所 民事第２部 御中  

原  告   窪 山  寛 

１ プロローグ 

 原告番号２１番，窪山寛です。今年で６２歳になります。ご覧のよう

に，私は，同世代の中では体格が良い方です。これまで特に大きな病気

をしたことはありません。  

 しかし，私は，肝臓の３分の１が切り取られています。そして，残さ

れた肝臓もガン細胞に冒されています。  

私の命の灯火は，今，消えようとしています。  

２ 肝ガンの発症 

去年の１１月のことです。ミニドックを受けたところ，Ｂ型肝炎で，

肝ガンになっていることがわかりました。頭の中が真っ白になりました。 

医師からは「早期発見で，しかも全部切除できるので良かったです

ね。」と言われました。私は，医師の説明を信じようと思いました。手

術をすれば命は助かるのだ，ガンを取り除きさえすれば，何もかも全て

元通り暮らせるのだと思いました。  

ちょうど一年前です。肝臓の３分の１を切除する手術を受けました。

ガン細胞は全て切除できたとの説明を受けました。これで命を長らえる

ことができたと安心しました。  

手術の２ヶ月後には，個人タクシー業に復帰しました。すぐに，業務
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用に新車を購入しました。これまでどおりの変わらぬ日々を積み重ねて

いけると信じたかったからです。  

３ 肝ガンの再発 

ところが，今年の夏，定期検査を受けたところ，肝臓に黒い影が見つ

かりました。２週間後にエコー検査を受けるようにと言われました。  

昨年，肝臓の切除手術を受けた際，医師からガンの再発について，説

明を受けていました。ガンが再発する可能性はゼロでないこと。それで

も再発しなかったならば，１０年は生きられるというものでした。  

私は，悪いところは全部切除したのだから，再発するはずはないと思

っていたのです。それなのにどうして悪いところが出てきたのか。  

「再発しなければ，１０年は生きられる。」  

医師の言葉にすがるように，黒い影はガンではない，ガンのはずはな

いと何度も何度も自分に言い聞かせました。  

それから，エコー検査までの間，夜なかなか寝付けず，一度眠ったと

しても夜中には目が覚めてしまうという毎日を過ごしました。とても仕

事などできませんでした。  

エコー検査の結果，肝臓に見つかった黒い影は，ガンと診断されまし

た。わずか７ヶ月で再発したのです。  

「３年でしょうね。」  

これが医師から告げられた，私の命の長さです。死が，目の前にぶら

下がっている，と感じました。  

４ 妻の思い 

ガンが再発したことを妻に話しました。  

妻は，「治療して，またガンをやっつけましょう。」と言ってくれまし

た。妻の笑顔は，こわばっていました。そして，それ以上，お互い何も

話をすることはできませんでした。  
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ある晩のことです。夜中，ふと目が覚めると，隣の布団から声が聞こ

えてきました。  

枕に顔を押しつけて泣いている妻の声でした。  

私は，これまでの人生を思い出していました。  

５年前に個人タクシーをはじめるまでは，自分のやりたい放題に生き

てきました。何度も商売を替えました。妻には，何かと心配をかけてき

ました。心休まる日などなかったでしょう。一緒にゆっくり買い物に出

かけた記憶もありません。両親を送り，２人の子も巣立っていき，個人

タクシーを営みながら，ようやく妻と向き合って生きていこうと歩みだ

したばかりでした。  

妻は，夫婦水入らず，のんびりと老後の生活を送ることを望んでいま

した。妻の望みは，たまには近くの温泉にでも行けたらいいねという，

それは本当に小さなものでした。しかし，わずか７ヶ月でガンを再発し

てしまった私には，その小さな望みですら，叶えてあげることができま

せん。これから，私は，入退院を繰り返し，妻は私の看病に明け暮れる

ことになるでしょう。最後まで妻に安らぎを与えてあげることができな

いのだと思うと，申し訳ないという気持ちでいっぱいでした。  

私は，妻を抱き寄せ，何年かぶりに添い寝しました。妻は，それまで

こらえていたものが崩れたかのように，私の胸で涙を流し続けました。 

少しでも長く生きたい。妻の小さな望みを叶えてあげたい。その一心

で，ラジオ波の照射やエタノールの注入の治療を受け，再発したガン細

胞を焼き殺しました。  

５ 三度の肝ガンの発症 

しかし，先月，４ヵ月しかたたずに，みたび肝臓にガンがあることが

わかりました。わずか１年の間に３回もガンができました。再発を繰り

返すたびに，私の命の長さは短くなっていきます。あとどれだけ生きら
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れるのか。自分の命の長さを確認することは，私にはもうできませんで

した。  

自分は，これからの毎日，死と向かい合いながら過ごしていかなけれ

ばなりません。目の前にぶら下がっている死から目をそらすこともでき

ず，死への恐怖を感じながら毎日を過ごさなくてはならないのです。  

今，私は，部屋の明かりを付けたまま寝ています。部屋を真っ暗にし

て眠ってしまえば，もう二度と目覚めることができなくなるのではと感

じるからです。深く眠ることすら，恐怖なのです。  

６ 裁判への思い 

私が入院すると聞いて，孫が亀の折り紙を作って，プレゼントしてく

れました。  

「おじいちゃんへ かめは長生きするからおじいちゃんも長生きし

てね。」と書かれています。  

しかし，この孫の思いすらも，国のずさんな予防接種行政のためにう

ち砕かれてしまったのです。くやしくてたまりません。  

私は，粋な死に方をしたいと思っています。残された時間を精一杯生

きたい。最後までＢ型肝炎ウイルスに立ち向かいたい。自分一人のため

だけではなく，多くの肝炎患者のためにこの裁判を闘いたい。そして，

孫のためにも，私が懸命に生きた証を残したい。私は，実名を公表し，

この裁判の先頭に立って，肝炎問題の早期解決に取り組んでいます。私

は，もともと保守的な人間です。まさか，自分が，国を相手に裁判をす

るとは，思ってもいませんでした。しかし，国の責任を追及することが，

国から命を区切られてしまった自分の使命だと思っています。  

自分一人のためではなく，ウイルス性肝炎で苦しんでいるみなさんの

ために。国は裁判の引き延ばしをすることなく，早期解決することを強

く望みます。                       以上  


